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太陽彩層#

•  光球とコロナの間にある数千01の層#
•  プロミネンス、スピキュールなどのダイナミックな
活動が見られる#

•  放射によるエネルギーロスを補って平衡状態を
維持するエネルギー源は未解明（彩層加熱問
題）#

•  彩層の観測には、2(の吸収線（2(#33#!#456+7#&18#
2(#33#9#454+4#&18#2(#33#3:#;<%=>?;#7@,+-#&1）や!"
線A6@6+4#&1Bがよく使われる#

•  しかし、これらの吸収線から温度情報を取り出す
ことは難しい#

•  彩層の温度構造の観測手法は未確立#
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!"ライン幅が彩層の温度の指標となる#

•  !"のライン幅と2(#33#7@,+-#&1の>%&?#CD<?#%&;?&E%;Fに
は強い相関がある#A2(*GG%#?;#(>+#-..58#)#H#)B#

Iこの-つが彩層の温度に敏感な物理量だから#
–  2(#33の>%&?#CD<?は彩層でもED*<C?#J*&CKD&#L#M>(&0#J*&CKD&#
–  !原子は軽いので、;N?<1(>#O<D(P?&%&'が&D&Q;N?<1(>より
も遥かに大きい#

•  #!"のライン幅を使って彩層加熱がどのように起きて
いるかを調べられる#
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!"#$%&'からライン幅のマップを作る#
•  ひのでRSTなら、E??%&'の影響がないので安定性の優れ
たムービーを撮ることができる#

•  偏光観測によって、光球磁場も同時に観測できる#
•  ひのででは早い時間分解能でJ*>>#>%&?#=<DU>?を得ることが
できないが、<?P側とO>*?側それぞれの!"Q$%&'の%&;?&E%;F
の和A$%&'QE*1Bがライン幅のよい近似になる#
–  地上観測のJ*>>#>%&?#=<DU>?のデータで確認したA右下の図B#
–  $%&'QE*1の小さいところほどライン幅が広い#
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!"ライン幅マップ ＆ 光球磁場
•  太陽面中心付近の静穏領域
•  WDX+#/-#-..5#/@Y..L/6Y..ZT#
•  !"Q$%&'：>%&?#C?&;?<[6..1Å#
•  \?#3#@-@.#EN*]?<Q>?EE#3^Z_#
•  \S_#@/″`7-″8#.+/6″a=%b?>#
•  赤・青：円偏光度c垂直方向の磁場成分#
•  緑：直線偏光度c水平方向の磁場成分#

•  白い所#
•  ＝$%&'#%&;?&E%K?Eの和が低い所#
•  cライン幅が広い所#
•  c彩層の温度が高い所#

•  垂直磁場から放射状D<ループ状に高温に
なっている#

I彩層で水平方向に広がった磁力線に沿って
集中的な加熱が起きている

•  光球上で頻繁に現れる短寿命な水平磁場
A3EN%0($(#H#TE*&?;(#-..5Bとの明瞭な関連
はない#
–  観測に受からない程度の小さな水平磁場が
頻繁に彩層の磁場にぶつかっている可能性
はある# 4

>%1OでのN%'NQC(P?&C?観測

•  >%1O付近の静穏領域#

•  /.#R?=+#-..5#-4Y..L-,Y,.ZT#

•  !"Q$%&'：>%&?#C?&;?<[6..1Å#
•  \S_#//4″`//4″8#.+/6″a=%b?>

•  C(P?&C?：L/.E?C#

•  >%1Oなので高さ方向の
構造が見やすい#
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垂直磁場のない領域のbQ;ダイアグラム
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垂直磁場がある領域のbQ;ダイアグラム
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まとめ

•  !原子は質量が小さく、熱的なO<D(P?&%&'が支配的に
なるため、!"のライン幅は彩層の温度に感度がある#
A2(*GG%#?;#(>+#-..5B#

•  ひのでRSTaW\3を用いて取得した!"#$%&'#%&;?&E%;Fの
和からライン幅マップを作り、彩層の温度マップに相
当するムービーを得た#

•  光球磁場と!"ライン幅の同時観測により、磁場パッ
チの周辺で集中的な彩層加熱が見られた#

•  光球上に水平磁場が出現した場所で彩層の温度が
上がるという関連性は見られなかった#
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まとめ

•  垂直磁場のない領域で(CD*EKC#ENDC0による加熱が
発生#A?+'+#2(*GG%#?;#(>+#-..5B#
–  ENDC0#J<D&;に伴う高温領域の上方向の移動が観測された#

– 周期L-..E?CのDEC%>>(KD&が確認できた#
•  ただし、彩層加熱を説明するにはエネルギー不足であるこ
とは指摘されている#A?+'+#\DEE*1#H#2(<>EED&#-..6B#

! 垂直磁場上では、垂直磁場がない領域のような明
瞭な(CD*EKC#ENDC0の兆候が見られない#
–  ,-.E?Cに=D$?<の小さなピークがあるものの、その強度は
磁場パッチがない領域の-..E?CのDEC%>>(KD&の３分の１
だった#
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